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事業統括からのメッセージ
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●本プロジェクトは、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の
「次世代研究者挑戦的研究プログラム」の支援を受けて実施していま
す。

●目指す人物像：本プロジェクトは、みなさまに「科学技術・イノベーショ
ンの将来を担う、最先端の科学技術の創出能力と個の尊厳とヒューマ
ニティを損なわない倫理や良心を備えた高度専門人材」となっていた
だくことを目的としています。

●支援対象学生それぞれに、研究奨励費（生活費相当額）年間180万
円と研究費40万円を配分します。また、競争型研究費（上限30万円）
と海外活動実施のための経費（上限40万円）を追加で配分すること
があります。

●本プロジェクトは、生活費相当額を含めた研究奨励費等の支給によっ
て、皆さまが研究に専念できる環境を整備するとともに、研究者として
の能力向上やキャリア形成のプログラムを提供します。単なる奨学金
制度ではなく、生活費相当額の支給による研究時間の確保と、研究者
としての能力向上・キャリア形成のプログラムを一体的に提供する点
に特徴があります。いずれか一方の支援だけを受けることはできませ
ん。

プロジェクトの概要
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プログラム構成
本プロジェクトでは、「研究力の向上」「国際性の涵養」「トランスファラブルスキルの習得」を重視した能力
開発と、個人の状況に合わせたオーダーメイド型のキャリア支援を行います。

◆個人の状況に合わせた
総合的キャリア支援◆

・キャリアガイダンス
・国内外インターンシップ
・キャリア面談
・博士キャリアメッセ
（京都クオリアフォーラムとの連携）

・プロジェクト内競争型研究費
・能力開発支援パッケージ
（データ管理、英語論文執筆・
プレゼンテーションなど）
・オープンアクセス支援

◆研究力の向上◆

・個人計画型海外活動費
・異分野・異文化交流会
・国際研究広報支援
・海外オンサイト実習
・国際連携校との研究交流

◆国際性の涵養◆

研究力

トランスファラブル
スキル

国際性

計画立案力
課題探求性
挑戦性

異文化理解
多様性受容
国際連携力

俯瞰力、総合力、
創造力、提案力
倫理・良心

博士キャリアコーディネーター等による総合的支援
（個人の状況に合わせた総合的なキャリア支援）
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・アドバンスト・リベラルアーツ（ALA)
科目群
・「フューチャーデザイン演習」

◆トランスファラブルスキルの習得◆
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支援対象学生は、次に掲げるすべての事項を行わなければなりません。

（１）同志社大学研究倫理規準を遵守すること。

（２）同志社大学における研究活動上の不正行為への対応に関する規程に定める責務を果たすこと。

（３）同志社大学公的研究費の運営・管理に関する規程に基づき研究奨励費等を適正に執行すること。

（４）本学及び科学技術振興機構が指定する研究倫理教育を履修すること。

（５）事業統括が指定するキャリア形成ガイダンス、企業交流会等のキャリア開発支援プログラムに参加すること。

（６）高等研究教育院のアドバンスト・リベラルアーツ科目群に設置するキャリア形成支援科目のうち事業統括が指定する科
目を履修すること。

（７）自身の研究を発展させる、もしくは研究者としての発展につながる海外活動を計画・立案し、指導教員の確認を得た上
で提出すること。

（８）科学技術振興機構が本事業のために実施する学生交流会等の諸行事に参加すること。

（９）科学技術振興機構及び本学が実施する各種調査に協力すること。

（１０）学会等への参加、論文の投稿、口頭発表及び研究論文のセルフアーカイブを積極的に行うこと。

（１１）活動報告書を事業統括に毎年度提出すること。

（１２）文部科学省科学技術・学術政策研究所（NISTEP）の博士人材データベース（JGRAD）（以下「JGRAD」という。）
に登録すること。

支援対象学生は、本プロジェクトによる支援終了後も次のことをしなければなりません。

（１）本学及び科学技術振興機構が実施する博士課程修了後の追跡調査に協力すること。

（２）JGRADの情報を逐次更新すること。

支援対象学生の義務
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「同志社大学大学院博士後期課程次世代研究者挑戦的研究プロジェクト （ＳＰＲＩＮＧ） Guide for the Candidates」p.17～２２ 参照

年間スケジュール
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【対象】

本プロジェクトの支援対象者は、研究科や研究室など既存の枠組みを越えて、社会課題への挑戦、新たな領

域の開拓、世界を股にかける実践を目指そうとする、これからの時代を切り拓きたいと強く希望する博士後

期課程学生とします。所属研究科や研究分野は問いません。また、本プロジェクトに採用された者には、研究

力の向上に邁進するとともに、本学が提供するキャリアパスの確保に向けた各種プログラムを計画的に受講、

実践し、自立的なキャリア形成に取り組むことを求めます。

【採用人数】

16名（新規募集）

各若干名（欠員補充：新2年次生、新3年次生）

募集概要（新規募集／欠員補充）
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【新規募集】

(1) 202４年度秋学期に本学大学院博士後期課程に入学、もしくは202５年度春学期に入学予定 の
者、または202５年4月1日時点において、一貫制博士課程3年次に在学予定の者（転入学予定者含む）。

【欠員補充】

（１） 202５年4月1日現在、大学院博士課程に在学し、次のいずれかに該当する者（外国人含む）。

〔2年次生欠員補充にかかる応募要件〕

①区分制の博士課程後期第２年次相当（在学月数12ヶ月以上24ヶ月未満）に在学する者

②一貫制の博士課程第４年次相当（在学月数36 ヶ月以上48 ヶ月未満）に在学する者

〔3年次生欠員補充にかかる応募要件*〕

①区分制の博士課程後期第３年次相当（在学月数24ヶ月）に在学する者

②一貫制の博士課程第５年次相当（在学月数48 ヶ月）に在学する者

(2) 本プロジェクトが提供する各種プログラムの受講・参加において支障のない英語能力があること。

※英語能力を証明する公式スコア（英検、TOEFL、IELTS、TOEIC等）の写しの提出を求めます。

主な応募資格

これら以外にも、他の奨学金や収入に係る要件もありますので、詳細は募集要項を確認してください。
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【申請書類】①志望理由及び研究計画書



10

【申請書類】②英語能力を示す公的スコアの写し
③指導教員からの推薦状（指定様式）

CEFR（Common European Framework of Reference for Languages; Learning, teaching, assessment)

英検、TOEFL、TOEIC、ケンブリッジ英語検定、IELTS、TEAP、GTEC
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【申請書類】申請書（所定フォーム（Microsoft Forms）への入力）
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【選考基準】

（１） 研究者としての素養を有し、明確なビジョンを有すること。

（２） 研究計画、研究内容が具体的であり妥当性が高く、発展性があること。

（３） 研究者として明確なキャリアパス計画（海外活動を含む）があること。

【選考方法】

書面審査：「志望理由及び研究計画書」「英語能力」

面接審査：書面審査を通過したもののみ（2月18日までに対象者に連絡）

【面接審査日程】

開催形態：今出川校地にて対面での開催

開催日程：202５年２月２５日（火） ９:00 ～ １７:00

面接時間：1人 10分【プレゼンテーション3分（時間厳守）＋質疑応答（7分）】

【プレゼンテーション資料】

パワーポイント、①研究遂行力②国際性の涵養③トランスファラブルスキルの獲得

提出締切：2月21日１２：００

選考方法
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公募スケジュール

募集期間
202４年１２月９日（月）～2025年１月７日（火）１２：００（日本時間：正午）

【締切厳守】

面接審査対象者への通知
202５年２月18日（火）

面接審査のためのプレゼン資料の提出
202５月２月２１日（金）１２：００（日本時間：正午）

採択通知
2025年3月11日（火）

面接審査
202５月２月２５日（火）９：００～１７：００
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公募に関する問い合わせ

質問は、以下の質問フォームからのみ受け付けます。公募に関係のない質問には回答しません。また、SPRING
運営事務局への電話やメールによる問い合わせには回答いたしません。

質問フォーム：https://forms.office.com/r/7ykBWjEEwP
質問受付期間：～12月２３日（月）12:00（日本時間：正午）まで

Webdisk（共有ディスク）のURL:
https://webdisk.doshisha.ac.jp/public/bKpKgM8NsEAJFWYWKRYlDf
81dpyL0lYwXOFFh167Y8y1

回答は、12月26日（木）までに、本学Webdisk（共有ディスク）を通じて実施します。個別の連絡はしませんの
で、12月12日（木）以降、随時、Webdisk（共有ディスク）に格納された最新ファイルをご確認ください。

なお、お問い合わせいただいた質問および回答につきましては、公平性の観点から、原則公開させていただき
ますので、あらかじめご了承ください。


